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お話する内容 
•  [過去] 私が見てきた Web API の変遷 
– 帰着のひとつ ･･･ * as a Service 

•  [現在] それを使うユースケース 
•  [未来] Webシステムのアーキテクチャト
レンドと Programable Web 



私が見てきた Web API の変遷 



Why: なんでそんな話するの? 
•  昨今の * as a Service は10年前に描いていた
理想的なユースケースの一つ 
– 「あー、そうそう、これがしたかったんだ」 
– それを支える Web API 

•  ここに至るまで、どういう変遷があったか 
– my point of view 



注: "私が見てきた" 
•  なので、B2C Web業界に話が偏ってます。
ご了承ください 



はじめての API 

この解像度しか残っ
てないっぽかったｗ 

2002年の雑誌 



当時の状況 
•  上司「伊藤君！XML Webサービスって
知ってるか？」 
– 他にも「伊藤君J2EEって」「伊藤君ブロ
グって」などのパターンあり 

※おかげでブログ開発担当に
なれたので、よい上司でした 



XML Webサービス 
•  業務ロジックを公開サービスとして、それらの
サービスを組み合わせて一つの業務を実現す
る･･･ 
– 例: 旅行予約 = ホテル + 航空会社 + 個人決済 
– まだ "SOA" という言葉は聞かなかったように記憶し
ている 

•  SOAP/UDDI/WSDL ･･･ 



エンタープライズ 



当時困ったこと 
•  XML Webサービスがバズってるらしい
けど、実例が見当たらない 
– 企業内や、業務システムのバックエンドでは
動いていたかもしれないが一般消費者からは
なかなかそれが見えなかった 

当時の自分「SOAP とか
幻の技術なんでは･･･?」 



2003年頃 
•  上司「伊藤君！ブログって知ってるか？」 

naoya 「」 



めっちゃ使われてるやん 
(2013/10 の Shibuya.pm での発表資料より) 



Blogの背後にあった Web API 

•  「軽量なWebサービス」 
–  RSS、Atom、weblogUpdates.ping 

•  ひときわ目を引いたもの: XML-RPC 
–  SOAP の初期のドラフトからインスパイア 
–  SOAP のエンベロープやヘッダなどを取っ払った仕
様 

 
 

標準化 vs デファクト 
"実践的な" Webサービス 



結果、"Web業界"で起こったこと 
•  Web 2.0 (2004、2005 あたり) 

–  API を公開するとかっこいい? (中二病) 
 

•  さて、業務ロジックを公開しようぜといっても 
–  Web業界「業務ロジック」って何だ? 

•  多くは背後にそれほど{大きい, 重要}な業務を持っていなかった 
•  ∴ ロジックではなくデータを公開するという方向に流れた 

–  Web業界にはメディア企業が多かったし 
–  Blog/ニュースの RSS フィード、Amazon Product 
Advertisement API 等わかりやすい先行事例 



REST 
•  前回の yohei さんの話 
•  当時 
– 実装厨 「SOAP とか XML-RPC とか言うけど、結
局 XML を HTTP GET でよくね?」 

– アーキ厨 「そもそもそれは Representational 
state transfer と言ってだな」 

少なくとも自分の周囲では 
REST は SOAP などとの
対比の文脈で語られ始めた 



そうこうしてるうちに Ajax 

2005年にBB Watchに寄稿した拙記事より 
http://bb.watch.impress.co.jp/cda/alphageek/10989.html 



Web API のこれまでとこれから (API meetup #1) 
http://www.slideshare.net/yohei/webapi-36871915 



Web API 化が進んだ、が 
•  「(XML) Webサービス」 → 「Web API」 

–  いつの間にかラベルも変わってた 
–  2006 ～ 2008 くらい? 

•  「マッシュアップ」 
–  でも、多くの例は "○○と△△を一緒に表示してみました" 

•  全体としてデータの公開に目がいってたから? 
•  「業務を構築する」というよりは「データを組み合わせた」だけ 



サービスの組み合わせで 
業務を構築する? 

•  「XML Web サービス」の文脈で語られていた「Web
サービスとWebサービスを組み合わせて業務を紡ぐ」
という考え方は間違ってない 

•  Web 2.0 の Web API はなかなかそこまで到達できて
なかった 
–  Twitter や Facebook など Web 2.0 サービスが担ったのは
コンテンツサービスであり「業務の部品」とは違ったし 



SOA で作った社内サービ
ス、公開したよ 

ref: Stevey's Google Platforms Rant 
https://plus.google.com/+RipRowan/posts/eVeouesvaVX 

ここで突然の 



サービスとサービスを 
組み合わせて 

•  ストレージの Amazon S3 と○○を組み
合わせて 
– それらがプログラマブル (API で) に操作で
きる 

「Webアプリケーショ
ン」の API ではないが、
紛れもなく Web API によ
るサービスであった 



AWS と Web API 
•  AWS の各コンポーネントは「後付けでAPI化さ
れたサービス」ではなく「API でサービスす
る」ことを前提にされたもの 
–  Programmable 且つ「需要」が先にあった 
– そうそう "API" ってこれのこと 

Webサイトに後から部分的に 
API を生やす、のではなく文
字通り "Application 
Programming Interface"  



そしてクラウドの時代へ･･･ 

※途中、JSON とかモバイルとかソーシャルゲーム (OpenSocial) とかいろ
いろあるけど割愛 



* as a Service 

CircleCI:  
CI as a Service 



Parse.com:  
mobile Backend as 
a Service 



Stripe: 
Payment Platform 
as a Service 



Google BigQuery: 
BigData as a Service 



* as a Service と Web API 

•  昨今の * as a Service の多くは Web 
(HTTP) を介してサービスを提供する 

•  プログラムのための部品であるという性格上 
API を有する 



* as a Service を駆使して 
業務を構築する (イマココ) 

•  例: Parse.com でモバイルバックエンドを賄い 
BigQuery でログ解析して Stripe で課金する 

•  クラウドサービスの台頭という形で、かつて「XML 
Web サービス」が目指していた世界が現実になった 
–  SOAP/UDDI/WSDL的な手段ではなかったが、それを繋いだの
が "Web API" 

–  (※REST、とも言ってない。念のため。) 



まさにここの話 



どんな風に使っているか 
(ユースケース) 



3. merge されると 
それを検知して、
コードを GitHub か
ら取得 

5. 変更が反映され
る 

インフラ構成の継続的デリバリー 

4. EC2に対して 
CircleCI から Chef 
適用 

2. デリバリ用 Pull 
Request が作成さ
れる 

1. チャットでインフ
ラへの Chef コードの
適用を指示 



1. チャットで指示 



2. デリバリー用 
Pull Reqestが作られる 

デリバリー用ブラン
チにメインブランチ
を merge する 



3. CircleCI が検知して実行 



間をつなぐ Web API 
•  Slack API 
– Hubot が Slack API 経由でチャットに常駐 

•  GitHub API 
– Hubot から GitHub API で Pull Request 作成 

•  CircleCI API 
–  GitHub の WebHook で CircleCI へ通知 

•  AWS 
–  (場合によっては) AWS の API で構成を調整 



ほかにもこんなの 
•  BugSnag ･･･ Rails / JS の例外検知 
•  Stripe ･･･ 決済 
•  PagerDuty ･･･ インフラのアラート 
•  Pingdom ･･･ 監視 
•  Mackerel ･･･ リソースモニタリング 
•  Mandrill / MailChimp ･･･ メール 
•  Google BigQuery ･･･ ログ解析、DWH 
•  BrowserStack ･･･ クロスブラウザテスト 
•  ほかには ･･･ DMP (Data Management Platform) とかも 

サーバーサイドの 
Rails アプリがグル
ー (glue) になって、
業務を紡ぐ 



発想の転換 
•  かつて 
– 何か自動化しようかな 
– 手持ちのライブラリ、OSSなどを選択肢に案を練る 
– よし、コード書こう 

•  いま 
– 何か自動化しようかな 
– クラウドサービス探す 
– あのサービスとこのサービスを組み合わせて･･･ 
– よし、コードを書こう 

「コンテンツのマッシュ
アップ」のような限られた
状況での思考プロセスだっ
たのが、そうでない状況で
も 



Webシステムのアーキテクチャトレン
ドと Programmable Web 

(ここからは妄想) 



(自分的な) 注目キーワード 
•  microservices 
•  Immutable Infrastructure 

Ajax や * as a Service が 
Web API の発展を拡大させ
たように、これらのキー
ワードもそれを後押しする
予感 



microservices 
h"p://mar)nfowler.com/ar)cles/microservices.html	



microservices 
•  モノリシックなWebアプリケーションがでかくなると
メンテナビリティが落ちる 

•  適当な役割でくくりだして Web API (など) で繋げま
しょう 

•  エンタープライズ派出の "SOA" に対して Practical な 
"microservices" 
–  "XML Webサービス" と "Web API" に似てる 



Immutable Infrastructure 

•  a.k.a. Disposable Component 
– 一度稼働させたサーバーは二度と変更しない 
– 必要になったら新しいの作って古いの捨てる 

•  例: Heroku のコンテナ 



Immutable Infrastructure と Web 
アプリケーションの交換可能性 

•  Immutable: その上で動く Web アプリは再現可能で
なければならない 
–  いつ捨てられても、全く同じ構成でデプロイ可能になるという
こと 

–  キー: Gemfile、Procfile、Shared Nothing 

•  再現可能 = 状態を持たない (ステートレス) = 人に渡せ
る 



Heroku Button 



Heroku Button の仕組み 
•  heroku.com/deploy にリンクしてる 
•  heroku.com/deploy を HTTP GET すると、
リファラから GitHub レポジトリを特定 

•  app.json を読み取り、それに従いセッション
主の Heroku アカウントにデプロイ 



Heroku Button をある 
視点でみると 

•  URI で Webアプリケーション交換 
– HTTP GET という統一インタフェースでアプリケー
ションというリソースを交換している 

–  Immutable Infrastructure → Stateless → URI 
があれば、交換できる 

Programmable Web 
との交差点がなんとな
く見えてきますよね 



まとめ 
•  Web API は、データを公開するためのものから、本来
の意味の API に 

•  かつて「XML Web サービス」が目指していた世界が
実現された (近づいた) 
–  * as a Service 

•  Web システムのアーキテクチャの進化が今後さらにそ
れを後押しする 
–  microservices / Immutable Infrastructure ... 



Thanks! 

絵 by あわゆき 


